
文
系
大
学
院
生
の 

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の
た
め
に

　

２
０
２
０
年
度
は
、
産
学
と
も
新
型
コ
ロ
ナ
問
題

の
対
応
に
終
始
し
た
１
年
で
あ
っ
た
。
同
時
に
、
売

り
手
市
場
の
変
化
、
採
用
面
接
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
、
ジ
ョ
ブ
型
採
用
の
導
入
に
向

か
う
動
き
な
ど
、
企
業
の
採
用
活
動
に
大
き
な
変
化

の
兆
し
が
表
れ
た
年
で
も
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
激
動

の
中
、
産
学
協
議
会
の
「
採
用
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
分
科
会
」
で
は
、Society 5.0

の
実
現
を
目
指
す

た
め
の
中
長
期
的
な
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
あ
り
方

が
活
発
に
議
論
さ
れ
た
。
そ
の
中
に
、
文
部
科
学
省

が
進
め
て
い
る
「
ジ
ョ
ブ
型
研
究
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
当
面
、
博
士
後
期
課
程
に

在
籍
す
る
自
然
科
学
系
専
攻
の
学
生
が
対
象
で
、
長

期（
２
カ
月
以
上
）か
つ
有
給
で
正
規
の
単
位
科
目
と

し
て
実
施
さ
れ
る
方
向
で
検
討
が
進
ん
で
い
る
（
注
１
）。

　

私
立
大
学
に
は
文
系
の
学
生
が
多
い
。
私
立
大
学

の
教
職
員
は
、
現
場
で
ジ
ョ
ブ
型
採
用
の
対
象
に
相

応
し
い
大
学
院
生
が
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
る
。

実
際
、Society 5.0

に
必
要
と
な
る
知
識
や
能
力
の

階
層
の
最
上
位
に
は
、
文
系
・
理
系
に
よ
ら
な
い
課

題
発
見
・
解
決
力
、
未
来
社
会
の
構
想
・
設
計
力
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
注
２
）。

し
か
し
な
が
ら
、
文
系
大
学
院

生（
社
会
科
学
系
、
人
文
科
学
系
）の
場
合
、
現
状
の

就
職
活
動
の
プ
ロ
セ
ス
で
は
、
専
門
能
力
や
ス
キ
ル

が
必
ず
し
も
適
切
に
評
価
さ
れ
て
お
ら
ず
、
キ
ャ
リ

ア
パ
ス
が
不
明
確
な
ま
ま
入
社
し
て
い
る
者
も
少
な

く
な
い
。

　

新
し
い
時
代
を
担
う
人
材
の
獲
得
、
育
成
の
た
め

に
、
文
系
大
学
院
生
の
ジ
ョ
ブ
型
採
用
に
つ
い
て
も
、

具
体
化
に
向
け
た
検
討
を
同
時
並
行
的
に
す
べ
き
と

考
え
、
日
本
私
立
大
学
団
体
連
合
会
は
次
の
よ
う
な

提
案
を
行
っ
た
。

大
学
院
生
向
け
ジ
ョ
ブ
型
採
用
に
繋
が
る

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
あ
り
方

日
本
私
立
大
学
団
体
連
合
会
就
職
問
題
委
員
会
委
員

立
教
大
学
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
部
長
・
経
営
学
部
教
授

佐ささき
々
木 

宏ひろし
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で
は
、
ま
ず
、
消
費
者
行
動
論
、
組
織
行
動
論
、
計

量
経
済
学
、
社
会
調
査
な
ど
の
領
域
で
研
究
を
行
っ

て
い
る
者
が
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
本
社
企
画
部
門

な
ど
で
デ
ー
タ
分
析
を
伴
う
リ
サ
ー
チ
業
務
に
従
事

す
る
ケ
ー
ス
が
考
え
ら
れ
る
。
大
量
デ
ー
タ
の
テ
キ

ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ

（
注
５
）や
Ａ
Ｉ
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
使
う
実

証
研
究
に
携
わ
っ
て
い
る
者
は
、
Ａ
Ｉ
や
Ｄ
Ｘ
推
進

部
門
で
活
躍
で
き
る
場
が
あ
る
。
次
に
、
公
認
会
計

士
や
税
理
士
な
ど
の
取
得
を
目
指
す
者（
或
い
は
取

得
済
み
の
者
）に
、
経
理
部
門
な
ど
で
実
務
経
験
を

積
む
機
会
の
提
供
が
考
え
ら
れ
る
。
同
様
に
、
弁
護

士
や
弁
理
士
な
ど
の
資
格
取
得
を
目
指
す
者
に
、
法

務
や
特
許
関
連
の
部
署
で
実
務
経
験
の
場
を
提
供
す

る
ケ
ー
ス
も
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
上
記
の
業
務
は

シ
ン
ク
タ
ン
ク
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
関
連
会
社
、
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
・
フ
ァ
ー
ム
、
会
計
事
務
所
、
法
律

／
特
許
事
務
所
、
Ｉ
Ｔ
ベ
ン
ダ
ー
や
ベ
ン
チ
ャ
ー
な

ど
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
企
業
が
実
施

す
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
対
象
に
も
な
り
得
る
。

　

マ
ッ
チ
ン
グ
の
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て
提
案
し
た
の

は
、
次
の
３
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。
１
つ
目
は
先
述
の

理
系
博
士
課
程
向
け
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
活
用
で
、

文
系
修
士
の
学
生
向
け
に
上
記
の
職
種
を
取
り
込
ん

で
い
く
方
法
で
あ
る
。
２
つ
目
は
既
存
の
マ
ッ
チ
ン

グ
機
関
の
活
用
で
、
例
え
ばJREC-IN

 Portal
な

ど
を
利
用
す
る
方
法
で
あ
る
。
３
つ
目
は
産
学
協
議

会
に
参
加
し
て
い
る
主
要
企
業
と
大
学
な
ど
の
間
で

個
別
に
マ
ッ
チ
ン
グ
の
機
会
を
創
出
し
、
パ
イ
ロ
ッ

ト
実
施
と
成
果
を
積
み
重
ね
て
い
く
方
法
で
あ
る
。

新
し
い
タ
イ
プ
の 

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
導
入
へ
の
期
待

　

若
い
世
代
が
活
躍
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
が
広
が
る
ほ

ど
、Society 5.0

が
示
す
豊
か
な
社
会
は
、
そ
れ
だ

け
実
現
に
近
づ
い
て
い
く
。
そ
れ
を
担
う
人
材
に
、

理
系
・
文
系
の
違
い
は
な
い
。
高
い
知
識
や
ス
キ
ル

を
有
す
る
大
学
院
生
が
自
己
実
現
に
向
か
う
最
初
の

ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
或
い
は
企
業
が
自
社
の
将
来
を

担
う
人
材
確
保
の
機
会
と
し
て
、
新
し
い
タ
イ
プ
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
適
切
に
導
入
さ
れ
て
い
く
こ

と
を
願
う
。

文
系
大
学
院
生
と
ジ
ョ
ブ
型
採
用
に 

繋
が
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

　

Society 5.0
時
代
の
デ
ジ
タ
ル
革
新
を
担
う
人
材

と
し
て
、
デ
ー
タ
ア
ナ
リ
テ
ィ
ク
ス
、
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
、
Ａ
Ｉ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、
デ
ジ
タ
ル
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る

（
注
３
）。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
経
営
学
の
主
要
分

野
に
他
な
ら
ず
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
リ
サ
ー
チ
、
計

量
経
済
学
、
社
会
調
査
な
ど

の
分
野
で
実
証
研
究
に
携
わ

る
者
は
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
の
知
識
や
ス
キ
ル
を
備
え

て
い
る
。
ま
た
、
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
構
想
す

る
う
え
で
、
人
文
学
の
深
い

知
見
は
欠
か
せ
な
い
。
こ
の

よ
う
に
、
文
系
大
学
院
生
が

活
躍
で
き
る
フ
ィ
ー
ル
ド
は

少
な
く
な
い
。
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
た
結
果
、
上
に
掲

げ
た
よ
う
な
業
務
で
マ
ッ
チ

ン
グ
が
可
能
で
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た

（
注
４
）。

　

具
体
的
な
マ
ッ
チ
ン
グ
例

（
注
１
）�採
用
と
大
学
教
育
の
未
来
に
関
す
る
産
学
協
議
会
「
ポ
ス
ト�

コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
新
た
な
大
学
教
育
と
産
学
連
携
の
推
進
」

（
２
０
２
１
年
４
月
19
日�

Ｐ
64
～
65
）

（
注
２
）�「
月
刊
経
団
連
」（
２
０
２
０
年
６
月
号�

Ｐ
14
、
図
表
１
）

（
注
３
）�経
団
連
「Society�5.0

時
代
を
切
り
拓
く
人
材
の
育
成
─
企
業

と
働
き
手
の
成
長
に
向
け
て
─
」（
２
０
２
０
年
3
月
17
日�

Ｐ

15
～
16
）

（
注
４
）�日
本
私
立
大
学
連
盟
「
文
系
に
お
け
る
『
修
士
２
年
生
以
降
を

対
象
と
し
た
ジ
ョ
ブ
型
採
用
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
』
の
具
体
化

に
向
け
た
検
討
に
つ
い
て（
中
間
報
告
）」（
２
０
２
０
年
９
月

「
採
用
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
分
科
会
」
提
出
資
料
）

（
注
５
）�テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ
：
大
量
の
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
か
ら
有
益

な
情
報
を
取
り
出
す
こ
と

○ジョブ型採用に繋がるインターンシップの対象業務
マーケティング、法務、データサイエンス、グローバル・貿易・通訳、
シンクタンク・リサーチ、会計・ファインナンス、政策分析、人事・ 
キャリア、カウンセリング・福祉、経営コンサルティング・経営企画、
IT・ＡI、ソリューション営業、知財・特許など。
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